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答弁（教育長）　インクルーシブな学びへの橋渡しが可能となる

問 現在対象となっている児童・生徒の人数及び
対応職員数と勤務時間等の概要は。
答（教育長）対象児童生徒は、小学校５校で
15人、中学校２校で13人になる。ただし、そ
れ以外にも、必要に応じて一時的な支援を受け
ている児童生徒も数名いる。勤務状況は、小学
校では教職経験を有した支援員１名が週に３日、
１日５時間勤務をしている。また、中学校では、
現在運用中の教育相談室の機能を拡充する形で、
支援員１名が、両校兼務で週２日ずつ、計４日
５時間勤務に当たっている。
問 利用場所、設備も含めた必要な環境は。
答（教育長）リラックスできるようなソファー
を置いたり、床にカーペットを敷いたりして、
それぞれの学校で、児童生徒が安心して過ごせ
るような環境づくりを進めている。

インクルーシブ教育＊

問 インクルーシブ教育の導入のための準備は。
答（教育長）旧来のような一斉授業中心の学習
だけでは全ての子供に対応することは不可能で
ある。各学校では、「個別最適な学び」や「自
由進度学習」に関する授業実践や研修が進めら
れており、子供一人一人の力や得意な学び方、
どのように学習を進めたいかという思いや願い
を最大限に生かした授業の在り方を、県教育委
員会の助言も受けながら進めている。

小中学校体育館の冷房の活用

問 社会体育（学校開放事業）において、冷房施
設を利用することはできないか。
答（教育長）電気使用量の増大等の影響から、
現在は利用を許可していないが、地球温暖化の
影響によるさらなる環境悪化の状況も考慮しな
がら、受益者負担の可否も含めて、今後も慎重
に検討を行っていきたいと考えている。

共生社会の実現に向けた取組

問 外国籍住民専用の相談窓口の設置は考えない
のか。
答（町長）相談窓口の設置については、相応の
専門的な知識や経験を持ったスタッフとその費
用の確保が難しく、また、今の庁舎では、設置
場所の確保も厳しい状況にある。

校内教育支援
センターの
活動内容は

教 育 「私の視点」

校内教育支援センターは、単

に登校を促す指導の場ではな

く、不登校傾向のある児童生

徒が安心していられる場を提

供するもので、家庭と学校を

結ぶかけ橋となるべきである。

インクルーシブな環境での交流の様子
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答弁（町長）　活用できる交付金があれば進めていきたい

問 緊急防犯対策機器購入費補助金事業の再募
集の考えはあるか。
答（町長）今回は広報での周知ができなかった。
不公平感解消のためにも、周知方法を検討し、
活用できる交付金があれば新たな事業を進めて
いきたい。

農繁期における啓蒙や看板設置の要望

問 農繁期における農道への看板設置や、トラブ
ルが起きないように、お互いの立場への啓蒙活
動が必要だと思うがどうか。
答（経済産業課長）トラブルが起こらないよう、
今後は、ＨＰなどを通じて、通行者、農業者双
方へ配慮のお願いを啓発していく。
　また、事故抑止対策も含め、関係機関と協議
する中で、看板の設置が必要となれば、双方に
配慮した看板を検討していく。

玉村小学校の駐車場問題

問 玉村小学校の駐車場が、放課後児童クラブ、
通級教室等のお迎えの車で、登下校時には満杯
状態である。
　今年度から使用しなくなったプールを解体し、
駐車場にできないか伺う。また、北門前の道路
は子供たちと車が混在して危ない交差点になっ
ている。解消策はあるか。
答（教育長）プールの解体には多額の予算が必
要であるため、すぐにはできない。別の方法で駐車
場問題、そして子供たちの安全対策も考えていく。

町立図書館

問 町立図書館は、令和５年度の貸出率が県内４
位というすばらしい成績であり、たくさんの事
業を行っている。図書館の今後を問う。
答（教育長）図書館の役割は、「貸出型図書館」
から、より多くの学びのある「滞在型図書館」
へ変わりつつある。そこで特集による本以外の
物の展示、文化財係や文化振興財団のイベント
とコラボした特集や講座、学習室の利活用にも
力を入れている。視覚障害の方のための点字付
き絵本や隆起印刷の本なども展示してさらなる
工夫をしていく。移動図書館については、現段
階では子育て支援センターへの訪問を計画して
いるが、今後の拡充も検討したい。

 こんな質問もしています 
・飲酒運転禁止の啓蒙活動等について

緊急防犯対策機
器購入費補助金
事業再募集求む

防 犯 「私の視点」

この補助金は、14日間で終了

となり、広報の掲載もなかっ

たため、周知が不足していた。

多数の希望者が申請できず、

不公平感が強かった。再度事

業をするべきだ。

図書館に新設された「りんごの棚」コーナー。
その他、外国人向けの本棚も設置。

＊インクルーシブ教育：障害や病気の有無、国籍や人種、
宗教、性別といった違いを超えて、全ての子供たちが
同じ環境で一緒に学ぶ教育


